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放射線による制癌シンポジウム
 シンポジウム1 放射線抵抗性細胞、 癌幹細胞を標的とした
  アプローチ
 シンポジウム2 集学的癌治療の発展
 シンポジウム3 放射線治療の進歩と新展開
 シンポジウム4 膠芽腫における放射線治療、 集学的治療
 特 別 講 演 重粒子線がん治療の20年 （鎌田　正先生）

生 物 部 会 学 術 大 会
 要 望 演 題 古くても新しい放射線生物学
 教 育 講 演 臨床に役立つ放射線生物学 ―温故知新―
生物部会50周年記念特別講演

  放射線生物部会及び制癌シンポジウムの
  成り立ちと今後の期待 （坂本 澄彦先生）




